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写真は昨年度のセミナーのようす

～広島とともに歩み、常に地域を視点とした活動を継続～
広島県・マツダ株式会社
・企業のチカラ　 ・大学ボランティアセンターだより

・保険のひろば

・コーディネートの
「チカラ・ワザ」を磨く！
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～事前の学びと振り返りを活かして、今後につなげる取り組み～
地域の課題に気づき、考え、行動する人を育む福祉教育
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　子ども福祉委員は、阪南市社協が
2017年から実施しています。最初は1
中学校区を対象として、地域の福祉委
員とともに募集を行いました。中学校
の全校集会で子どもたちに参加を呼び
かけたところ、12人が手をあげてくれ
ました。
　まず地域では何が必要かを考えたと
ころ、「高齢者の役に立ちたい」との意
見がありました。そこでどんな困りごと
があるかを知るために、民生委員・児
童委員と地域の一人暮らし高齢者宅を
訪問しました。高齢者から「自宅の電
球交換や庭掃除に困っている」などの
生活状況を聞き、メンバー同士で話し
合いました。すると、「自分たちで高齢
者のための便利屋を作ろう」と、すぐに
子ども福祉委員自身でチラシを作成し、
民生委員・児童委員と協力して地域の
高齢者に活動を紹介しました。社協職
員はコーディネート役を担い、一人暮
らし高齢者の依頼を受けて活動に取

り組みました。翌2018年からは、市内
の全学校に呼びかけを行い、3中学校
と1小学校に活動が広がりました。

　子ども福祉委員の取り組みでは、子
どもたちの思いや気づきを尊重し、育
むプロセスを大切にしています。社協
職員は、まず話し合いの場を設け、子
ども福祉委員は、自らが暮らしている
地域の課題や、自分たちがチャレンジ
したいことや、気づきなどを自由に話
し合います。職員はファシリテーター
役として子どもたちの意見を引き出し、
まとめていきます。これらの話し合い
を重ねることで、地域課題や子どもたち
のアイデアに合わせた活動が生まれて
いきました。
　活動は、地域の高齢者や障がい者
宅の困りごと支援、地域清掃イベント
の企画、子どもたちの学習支援などさ
まざまです。なお、小学生は保育園行
事や地域食堂の手伝いなどの参加が

中心です。
　子ども福祉委員は、学校ごとに毎月
定例ミーティングを開催しており、社
協職員が参加して活動の振り返りを行
います。佐藤さんは「活動体験で終わ
らせるのではなく、振り返る時間を大
切にしています。具体的には、振り返り
シートや、感想をもとに子どもたちの
中にある気づきを私たちが意味づけし
ます。私たち阪南市社会福祉協議会で
は、地域福祉を推進する中で、①知る・
学ぶ・気づく、②話し合う、③計画をた
てる、④実行する、という4つのサイク
ルを大切にしています。活動を含んだ
プロセスの中で子どもたちのこころを
育むことができるような仕分けをしま

　社協・ボランティアセンターが地域共生社会づくりを進める上で、福祉教育の推進は住民の福祉力を育てるために大切な取り組み

です。全社協 全国ボランティア・市民活動振興センターでは、昨年10月に報告書「地域共生社会に向けた福祉教育の展開」～サービ

スラーニングの手法で地域をつくる～」を発行し、地域づくりにつながる福祉教育の重要性にふれています。

　今回の特集では、子どもたちが事前に学びを深めた上で実践を行うとともに、振り返りを通じてより地域の課題を考え、次に行動

するきっかけを築いている実践を紹介します。

地域の課題に気づき、考え、行動する人を育む福祉教育
～事前の学びと振り返りを活かして、今後につなげる取り組み～

特集

子どもたちが高齢者の生活課題に
気づき活動を立案

子どもたちの主体的な取り組みを
大切に

大阪府阪南市は人口53,764人（2月現在）、農漁村地域の地縁コミュニティの変化
や、新興住宅の急速な高齢化など、地域の抱える課題は多様です。
　阪南市社協では、2015年に市内の地区住民懇談会で民生委員・児童委員から
「子どもたちが地域に関心を持ち、課題の解決に向けた取り組みを一緒にできない
か」との相談を受けて、2017年から子ども福祉委員を始めました。
　子ども福祉委員の取り組みと、活動の振り返りを通じた子どもたちや地域住民の
変化を紹介します。

子どもたちが地域の困りごとを理解し、解決に向けて取り組む
～大阪府・阪南市社会福祉協議会～

事例1

吉川 宗秀
よし  かわ    とし  ひで

さん 猪俣 健一
いの また    けん いち

さん 佐藤 萌香
さ   とう    もえ   か

さん

子どもたち自身で、やりたいことを出し合います

大阪府・阪南市社会福祉協議会　地域福祉グループ

地域での支えあい　－障害理解への第一歩－（全社協・障害関係団体連絡協議会）
当事者団体を中心に障害福祉に関わる20の全国団体で構成する連絡会が作成したパンフレット。障害の特徴や障害のある人が生活の
なかで困っていること、必要な支援等を紹介。ホームページからダウンロード可能。
（詳細は「全社協」で検索、「調査研究報告」に掲載）
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第1回サミット
の「子どもボランティア宣言」

す」と話します。

　子ども福祉委員自身が考え取り組ん
できた活動のエピソードとして、市内
の80歳代後半のAさんへの関わりが
あります。2018年初夏、庭でトマトを
栽培したいと考えていたAさんは、足
腰が弱く自分だけでの栽培には不安が
あるため、民生委員・児童委員に「応
援してくれる人がいないか」と相談し、
社協を通じて子ども福祉委員に依頼が
入りました。子どもたちは民生委員・児
童委員と協力して、鉢植えにトマトと
ピーマンの苗を植えるとともに、水やり
についても「家が近いから朝の登校前
に寄れる」「夕方、塾に行く前なら寄れ
る」など、月曜日から日曜日まで子ども
たち自身で水やり当番を編成しました。
　水やり時のルールは、ピンポンを押
してから庭に入り、女性の元気な姿を
確認し、気づいたことがあれば民生委
員・児童委員、社協に連絡することで
す。毎日子どもたちが来ることでAさん
の安否確認にもつながり、Aさんからも
「毎日元気をもらうことができた」と
の声が寄せられました。2019年3月、

子ども福祉委員3年生の中学校卒業時
には、Aさんのたっての希望により自宅
でパーティーが開催されました。Aさん
から「こんな幸せなことはない、ここま
で生きてきてよかった」との言葉も寄
せられ、生活支援を超えたつながりが
お互いに大きなものをもたらしています。

　社協では、阪南市全体の子ども福
祉委員活動の振り返りと地域への発
信の一環として、2018年から、「子ど
もボランティアサミット」（以下、サミッ
ト）を開催しています。
　2019年の第2回サミットには、子ど
も（小・中学生の子ども福祉委員、大
学生ボランティア）29人、教育・行政
関係者及び地域活動に関わる大人36
人が参加し、1小学校、3中学校、学生
ボランティアグループによる活動発表
が行われました。その後「ボランティア
への想い」「自分の住んでいる地域・
人たちのためにやりたいこと」につい
て話し合い、最後に「子どもボランティ
ア宣言」が採択されました。
　当日は参加者にアンケートを実施し、
「ボランティアをしたことで普段の生

活が楽しくなった」97％、「自分の性
格や行動が変わった」90％、また「将
来は阪南市に住みたい」79％、「ボラ
ンティア活動をしたい」86％、との結
果からは、子どもたちの心の成長と変
化が多く見られました。

　子ども福祉委員は、社協職員の地
域担当が3名で担当しています。定期
的に担当職員が集まり情報交換を行
うとともに、地域での活動を通じた気
づきや悩みを率直に出しあい、経験あ
る職員からアドバイスを受けています。
　社協では、今後数年をかけて市内の
全学校を対象に取り組みを広げていく
ことを検討しています。佐藤さんは、
「子ども福祉委員の頑張る姿に地域
全体が元気づけられていることは間違
いありません。同時に、パワフルでキラ
キラした子どもたちとともに活動を進
めている私自身も勇気づけられ、これ
からも子どもたちと一緒に頑張らない
といけません」と話します。今後の活動
の展望として、佐藤さんは「今後、小学
生・中学生・卒業生を含め、それぞれの
想いや活動が途切れずに、どんどんつ
ながってくよう
な仕組みづく
りをめざした
い」と話します。

「子どもボランティアサミット」で
活動を振り返り、地域に発信

子どもの取り組みを支え、継続に
つなげる

地域との関わりが子どもたちを成
長させる

地域のふれあい食堂を手伝う小学生の子ども
福祉委員

子どもボランティアサミットの様子

地域清掃活動の様子、中学生の子ども福祉委員が「ＣＭＣ（クリーンマイ
シティ）と名付け、地域住民と一緒に活動しています

毎日の水やりで一緒に育てた野菜を渡します

子ども福祉委員によるパーティーの様子

東京Ｄ＆Ｉプロジェクト　連携事例集（2020年2月発行・東京ボランティア・市民活動センター）
障害のある人々の社会参加促進のため、障害関係団体と企業が連携して取り組む「東京Ｄ＆Ｉプロジェクト」（ダイバーシティ＆インク
ルージョン）が作成。障害関係団体と企業の連携事例、協働プログラムの作り方などを掲載。
（詳細は「東京ボランティア・市民活動センター」で検索、「Ｄ＆Ｉプロジェクト」に掲載）
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　「ハウスクリーニング☆プロジェク
ト」（以下、プロジェクト）は、「誰でも
参加しやすい」「分かりやすい」「地域
の役に立つ」福祉教育の取り組みとし
て企画された、一人暮らしの高齢者世
帯などの訪問清掃活動です。訪問する
世帯は、市内の民生委員・児童委員が
日常のつながりを通じて、子どもたち
の訪問活動の趣旨を説明し賛同を得
た世帯です。小学生から高校生と地域
住民で構成するボランティアが訪れ、
窓拭きや庭の草取りなどの清掃ボラン
ティア活動を行います。2006年度の
開始時は市内1地区での開催でしたが、
2019年度は8地区に拡がり、年間11回、
延べ訪問世帯数58世帯、延べ参加者
は558名にのぼります。1回の開催で、
約50名の子どもと住民ボランティアが
参加しています。
　出発式（オリエンテーション）では、

社協VCの関口さんたちが活動の留意
点を伝えます。関口さんは「『掃除を
やってあげる』のではなく、『掃除をさ
せていただく』と思うと気持ちよく活
動できるよ」「お年寄りとの会話も楽
しんで」と、訪問時のポイントを子ども
たちに伝えます。活動時間はおおよそ1
時間から1時間30分で、訪問世帯への
行き帰りも道路のゴミを拾い、環境美
化に努めます。活動当日は、多くの民
生委員・児童委員が同行し、高齢者・
障がい者本人と子どもたちをつなぐと
ともに、子どもたちを見守ります。
　関口さんは「参加する子どもの祖父
母の多くは60～70歳代ですが、プロ
ジェクトでは80～90歳の高齢者世帯
を訪問します。子どもたちは『自分たち
の暮らす地域にたくさんの高齢者が暮
らしているんだ』と驚き、改めて地域の
高齢化に気づきます」と話します。一方、
子どもたちを迎える高齢者は、日常生
活で子どもと直接会話をする機会が
少ないため、「来てもらったことがうれ
しい」「子どもたちと話ができる」と、

清掃ボランティアをきっかけに子ども
たちと交流できる楽しさを語るとのこ
とです。関口さんは、「子どもたちが訪
問してくれることが楽しみで、掃除に
訪れる子どもたちを迎えるために掃除
をし、お茶菓子でもてなす方もいました
（笑）」と振り返ります。

　活動後は、参加した子ども、民生委
員・児童委員、住民ボランティアが、訪
問先ごとにグループに分かれて振り返
りを行い、その後全体で共有します。
また、子どもたち一人ひとりの感想は
社協が集約して、後日活動に関わった
関係者や学校と共有します。
　関口さんは、子どもたちから寄せら
れる感想の特徴として、「特に中学生
は、見た目では楽しくなさそうに活動
している子もいるのですが（笑）、後か
ら寄せられる感想には、『地域の皆さ
んのために役に立てて良かった』など、
地域との関係に前向きの意見が多く

地域の高齢者・障害者の暮らしを
知る「ハウスクリーニング☆プロ
ジェクト」

子どもたちの学びを共有し発展

高齢者の自宅訪問は、挨拶から始まります 民生委員・児童委員や地域のボランティアと一緒に、窓拭きや庭掃除を行います
活動終了後、グループに分かれて行う振り返り。感想を出し合い全
体で発表することで、ボランティアを通じて感じたことを共有します

　北上市は人口9万2,491人（2月現在）、大規模工場が立地し工業が
盛んな一方、農業を中心とする地域も多く、地域ごとに住民の生活状況
も異なります。
　北上市社協ボランティア活動センター（以下、社協VC）では、2005
年の岩手県社協福祉教育推進モデル事業指定をきっかけに、地域の関
係者と連携して福祉教育の取り組みを進めてきました。現在まで続く取
り組み、「ハウスクリーニング☆プロジェクト」及び「いきいきショップ☆
ゆめいちば」を通じた子どもたちの関わり、振り返りの様子を紹介します。

北上市社協ボランティア活動センターのみなさん

前列左

前列右

後列左

後列中央

後列右

地域福祉課長

福祉教育・ボランティア学習で、子どもたちの成長を見守る
～　岩手県・北上市社会福祉協議会　ボランティア活動センター　～

事例2

福祉ビデオライブラリー（ＮＨＫ厚生文化事業団）
NHKで放送した福祉関連番組等約500種類を無料で貸出しており、どなたでも利用可能。インターネット（要登録）、電話で予約。送料
のみ貸出希望者負担。
（詳細は「ＮＨＫ厚生文化事業団」で検索）

鎌倉  陽子
かま  くら      あき   こ

さん

地域福祉課福祉推進係長

髙橋 知美
たか  はし    とも   み

さん

介護福祉課兼地域福祉課
上席主任

松井 孝雄
まつ   い     たか   お

さん

地域福祉課主査

関口 剛司
せき  ぐち    つよ   し

さん

地域福祉課主査

菊池 一希
きく    ち     かず   き

さん
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せられます」と、思春期の子どもたち
への働きかけの大切さを話します。
　次回以降のプログラムづくりには、
子どもたちだけでなく、参加者・関係
者からの意見も反映させています。あ
る年には、民生委員・児童委員から高
齢者世帯訪問時の子どもたちの振る
舞いについて注意があったことから、
その後のプログラムでは訪問前のオリ
エンテーション時に注意事項を加えま
した。また学校教員からは、「猛暑時
は訪問先にも子どもにも大きな負担が
あるため、開催時期をずらせないか」
との意見が出され、調整を行いました。
　プロジェクトは10年以上継続してき
ました。関口さんは、「プロジェクトを
地域行事の一環としてとらえる地域も
出ています。また、小学生の時に参加
した子どもが高校生になって再び参加
する例も出ており、地域のことを考え
る子どもが育っていると感じます」と、
地域に根ざした活動に発展していると
の実感を話します。

　社協VCでは、高校生が地域の障が
い者の状況を知るとともに、障がい者
と交流する機会を通じて理解を広げる
ことを目的に、2007年度から市内7か
所の障がい者施設と協働し、「いきい
きショップ☆ゆめいちば」（以下、ゆめ
いちば）を開催しています。ゆめいちば
は、障がい者施設で作られた商品・農
産品を、施設の利用者・職員と高校生

が販売します。当初は市中心部の空き
店舗で実施していましたが、年々規模
が大きくなってきたため、現在は市内
の百貨店前広場を会場に年1回、2日
間の日程で実施しています。
　当初は市内の私立高校と連携し、授
業（福祉科目）の一環として高校生が
参加していました。その後、市内4か所
の高校に募集を拡大し、現在は参加を
希望する高校生が学校を通じて社協
VCに申し込むようになり、2019年度
は10名の高校生が参加しました。

　ゆめいちばでは、事前学習として高
校生が障がい者施設を訪問し、1日か
けて施設関係者や利用者と交流する
とともに、販売商品の内容や特徴を学
びます。関口さんは、「障がい者施設
の職員の皆さんは、施設で実習を行う
学生への対応に慣れているため、高校
生との関係づくりが大変上手です」と
話します。2日間の販売日のうち、高校
生はいずれか1日に参加し、事前学習
で身に付けた商品知識を活かして、障
がい者や施設職員と一緒に市民に購
入を呼びかけます。
　終了後の意見交換会では、高校生
からさまざまな感想が寄せられます。
例えば「知的障がい者との交流を通じ
て、同じ音楽の趣味を持っていること
が分かり、会話が盛り上がり、距離が
とても近くなりました」「障がい者の
状況と障がい者施設の役割を理解で
き、大きな社会勉強になった」「もっと
障がい者と交流したい」など、障がい

理解とともに障がい者を支える施設の
役割にも触れていることが特徴です。

　ゆめいちばに参加した高校生が、そ
の後、専門学校で福祉を学び、北上市
内の障がい者施設に就職し、施設職
員としてゆめいちばに参加しました。
　関口さんは「ゆめいちばに参加する
高校生は自らの希望で参加するので、
福祉に関心を持ち福祉系大学や専門
学校に進学する例は聞いていました。
今回のように市内の障がい者施設に
就職し、活躍してくれていることを知り、
ゆめいちばを長く続けてきた成果とし
て、関係者みんなで喜んでいます」と嬉
しそうに話します。
　社協VCでは、1997年からボラン
ティア講座を開始しました。加えて現
在は「北上市社協出前講座」を実施し、
小・中学校や地域住民を対象とした
福祉意識の向上を図る取り組みを続
けるとともに、市内のNPO関係者等
も加わる社協VC運営委員会のつなが
りを活かしながら、NPO、福祉施設、
学校、企業等との連携を進めています。
　今後の北上市内の福祉教育の取り
組みについて関口さんは、「地域で多
くの取り組みが行われていますが、そ
れらをつなげていくことでさらに地域
福祉の向上が図られると考えています。
今年は市内の学校や各地域の取り組
みの再調査をする予定です。その結果
を学校や地域、関係者と共有すること
で、一層連携した福祉教育を進めてい
きたいと思います」と話します。

地域で暮らす障がい者への理解
を深める「いきいきショップ☆ゆ
めいちば」

事前学習と振り返りで、学び交流

地域の福祉を一歩でも進める

活動終了後、グループに分かれて行う振り返り。感想を出し合い全
体で発表することで、ボランティアを通じて感じたことを共有します

事前学習では、施設で生産している農産物の収穫体験も
行います

販売体験では、事前学習の学びも活かして施設商品や農産物を
販売します

※北上市社協の理念をふまえ、文章中「障がい」と表記しています。

「新型コロナウイルス感染症」各団体の緊急支援活動・助成金等の紹介（公益財団法人 助成財団センター）
 新型コロナウイルス感染症に関わる各団体の支援活動、助成金等の情報を紹介。
（詳細は「助成財団センター」で検索）
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CSRやCSVの推進が課題となるなか、企業によるボランティア活動に注
目が集まっています。企業とボランティア・市民活動にはどのような接点
があり、その意義はどこにあるのでしょうか。本コーナーでは、具体的な
取り組みを紹介しつつ、企業によるボランティア活動の可能性と新たに
生み出され得る社会的な価値について探っていきます。さらなるボランティア・市民活動発展へのカギさらなるボランティア・市民活動発展へのカギ

の企業 チカラ
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　マツダでは、1994年のアジア競技大
会で多くの社員がボランティアで活躍し
たことを契機に、「マツダスペシャリスト
バンク」（以下「スペバン」）を設立しま
した。スペバンの特徴は、専門知識や
特技、技能を持つ社員・OBを登録する
社内の人材バンクで、地域からのニーズ
に応じて社員を業務派遣する場合と、プ
ライベートの時間で派遣する場合の二
通りがあることです。スペバン担当4年
の吉塚瞳さんは「業務でうかがう例は、
学校からの要請で専門知識を持った社
員が授業で講師を務める場合です。一
方、プライベートでは、歌や楽器、手品、
落語などの趣味を活かした活動やス
ポーツ指導があります」と説明します。
現在は約100人が登録しており、吉塚さ
んは「年間平均して約60件、設立以来
の延べ派遣数は3,175件になり、地域か
らの要請に継続してお応えさせてもらっ
ています」と話します。

　現在増えている依頼は、高齢者を対
象とした自動車の安全の説明です。高齢
者にとって生活を営む上で欠かせない

動車ですが、事故を起こさないよう学び
たいとのニーズが高いとのことです。
　中学生を対象とした講師派遣では、マ
ツダの名車であるロードスターの開発者
を派遣しました。開発者から中学生に
「皆さんの夢は何ですか」と問いかけ、
最後は講師が開発した実物のロードス
ターを実際に見てもらうことで、自分た
ちの暮らしている地域で世界を相手に
夢を実現するため努力している人がいる
ことを学び、好評を得ました。
　スポーツ分野では、マツダの社会人ラ
グビーチーム（マツダブルーズーマー
ズ）のメンバーが小学校を訪問し、タグ
ラグビー（危険を減らしたラグビー）の
指導を行う授業も続けられています。吉
塚さんは「毎年20校近く出かけます。
授業が終わった後、選手は子どもたちと
一緒に給食を一緒に食べますが、選手
の食欲に子どもたちは驚き、丈夫な体を
作るためにはよく食べることが重要であ
ることも学ぶようです（笑）」と話します。
　多文化共生の取り組みでは、高校生
を対象に、メキシコの工場から広島に研
修に来ているメキシコ人と通訳の社員
を派遣し、メキシコ文化を伝えました。
　吉塚さんは地域と会社のつなぎ役と
して、派遣した人が活動する場への同
席を大切にしています。地域の人々から
いただいた感想を、社員や所属先の上
司に伝えたり、活動レポートにして社内
へ発信したりして、継続的な活動につな
げる工夫をしています。吉塚さんは「役
に立ててうれしい、またやってみたい、
自分も行ってみたい、と、社員が自分ご
ととして関心を持ってもらえることを大
切にしたいと思っています」と話します。

　地域リレーショングループの小田切優
志さんは、2014年の平成26年8月、広
島豪雨災害で、発災5日後に広島市安佐
北区災害ボランティアセンターで初めて
ボランティア活動を行いました。その後、
マツダ社員のコーディネート役として約
1か月災害ボランティアセンターの運営
に携わり、災害支援の経験を高めまし
た。また平成30年7月豪雨（西日本豪
雨）災害時には、社員を災害ボランティ
アとして被災地に派遣する活動も行い
ました。
　小田切さんはこれらの経験から「被
災地に最後まで寄り添うことが必要」と
考え、マツダの社会貢献プログラムとし
て、広島県坂町にある仮設住宅を訪問
し続けています。被災者の意向を十分
に確認した上で、毎回約100名のマツダ
関係者が訪れて草刈りや清掃を行いま
す。近年は、健康講座や高齢の被災者
から学ぶ昔遊びを開催し、社員や家族・
子どもたちとの交流を進めています。小
田切さんによると、初めて活動に参加し
た社員が、地域の人々の笑顔と出会える
体験を通じて自発的な活動参加につな
がるなど、社内の機運の高まりが感じら
れるとのことです。
　吉塚さんは、「地域貢献の担当業務と
しての一番の魅力は、社員とともに多く
の地域の方 と々関わることができること
です」と話します。そして「今年創立100
周年を迎えたマツダは、中期計画にお
いて、『「人と共に創る」マツダの独自
性』を掲げています。さらに発展した形
で地域の皆さんとつながり、広島の地
域に貢献していきたいです」と話します。

　1920年に東洋コルク工業株式会社として創立、
2020年1月に創立100周年を迎えた。原爆惨禍の
際には当時のマツダ本社に県庁の全業務を移すな
ど、広島とともに歩んできた企業。現在、国内（広島県、
山口県）及び海外6か国に生産拠点を有し、2019年
は累計157万台の自動車を生産している。

広島県安芸郡府中町
1920年1月
2840億円
49,998名(連結会社を含む)

本社所在地
設 　 立
資 本 金
社 員 数

：
：
：
：

企業概要 （2019年3月現在）

広島県・マツダ株式会社 ～広島とともに歩み、常に地域を視点とした活動を継続～第33回

社員の専門性を地域に活かす

自動車会社らしい地域貢献を追求

会社としての災害時支援の進化

ロードスターの開発者による授業で学ぶ中学生 坂町仮設住宅でのボランティア活動
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新型コロナウイルスの３つの顔を知ろう！ ～負のスパイラルを断ち切るために～（日本赤十字社）
新型コロナウイルス感染症の特徴や拡大を防ぐとともに、感染症から生まれる差別や偏見への考え方を分かりやすく解説。
ホームページから資料のダウンロードが可能。
（詳細は「日本赤十字社」で検索）
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今、ボランティアセンター担当者にとって大切な
コーディネート力。企業との連携、福祉教育の推
進、そして災害ボランティアなど、地域の課題に協
働で取り組むため、コーディネートが重要になって
います。ボランティアセンター担当者が押さえるべ
きコーディネートのポイントを連載で紹介します。

2005年4月から、日本ボランティアコーディネーター協会（JVCA）専従事務
局として、市民社会を支えるボランティアコーディネーターのネットワークづく
りをめざし、人材養成や調査研究、啓発活動を進めている。
東京都社協東京ボランティアセンター（当時）勤務時には、市民からのボラン
ティア相談や地区ボランティア活動・企業の社会貢献活動などを推進。東京
都北区ボランティアセンター出向時には、地域福祉活動計画策定にも参加。

NPO法人 日本ボランティアコーディネーター協会
事務局長 後藤 麻理子さん

ご　とう　  ま    り    こ

　４月。人や仕事や組織にも変化が訪
れる季節ですね。あなたの職場ではど
んな新しい出会いや出来事が始まって
いるでしょうか？　このコーナーも今
回が連載の始まり。“コーディネート”と
いうテーマをさまざまな視点から、立
場から、分野から、学んでいこうという
企画です。
　『ボランティア情報』の読者の多く
は「社会福祉協議会（以下、社協）」に
所属する職員の皆さんと伺っています。
とくにこのページを読んでいただきた
いのは、業務で人や組織のコーディ
ネートをする場面のあるスタッフ。○○
コーディネーターと名乗っている方は
もちろんのこと、職名にかかわらず
“コーディネートの力”を必要としてい
るあなたに向けてのコーナーです。
　初回は、ここ数年、社協のボランティ
アセンター（以下、ボラセンという）の
職員研修や個別に話を聞く機会など
で寄せられる課題や悩みをもとに、毎
回のテーマに通じる問題意識を共有し
ておきましょう。

　社協という組織においてボランティ
アセンターは以前から、「フロントとし
ての役割」をもち、「パイロット的な仕
事ができる」ところ、という見方がされ
ていました。まさにボランティアの先
駆性・開拓性・創造性に相通する魅力
的な拠点。しかし、実際には「ボラン
ティアを集める」「ボランティアグルー
プのお世話をする」ことに時間をとら
れ、何のためにコーディネートするの
か、なぜボランティアコーディネー
ターが必要なのか、という根源的な投
げかけをする人たちが少なくありませ
ん。昨今では、ボランティアセンター以
外の部署でアウトリーチ（ニーズ
チャッチするために積極的に地域に出
向いて働きかける）的な動きをする事
業やその役割を担うスタッフが増えて
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きたことから、改めてボラセンの役割
や存在意義が問われています。

 

　特定非営利活動促進法（1998年）
が施行されて以降、NPO・市民活動支
援センター（公設民営が多い）をはじ
めとする中間支援的な役割を果たす
組織が設置されたことに加え、セン
ターという箱物を持たずに間接支援の
役割を担うNPOも増えました。
　ボランティアといえば福祉、ボラセ
ンといえば社協という時代は、ずっと
昔の話です。都市部では複数の中間支
援センターが存在し、活動者側から見
れば選択肢が広がりました。では、社
協ボラセンは何をするところなのか。
協働よりもむしろ競合する状況のなか
で「社協らしさ」「社協ならでは」の押
し出しが求められています。　

　良くも悪くも行政の関与の強い社協
では、その時々の首長の意向や行政の
担当部署、あるいは上？からの指示に
戸惑う声も少なくありません。少子高
齢化がますます進むなか、社会保障に
かけられる財源は厳しさを増していま
す。行政からのボランティア（住民）へ
の期待も膨らむ状況で、「あれもボラ
ンティア、これもボランティア。いったい
ボランティアって何なのか」、「ボラン
ティア活用、動員、派遣と、活動の主
体はだれなのか」と、自発性がパワー
の源であるボランティアの価値が土台
から崩れてきているのではという指摘
もあります。
　とはいえ、何もしなければ私たちの
暮らし、地域、社会の持続、継続が難
しい時代。その意味では、市民の社会
参加意欲を高め、自発性を大切にする
コーディネートのあり方・やり方、多様
化、多文化化する地域の変貌に応える

コーディネートの方向性をこのコー
ナーを通して考えていきたいと思いま
す。

　現在、新型コロナウィルスの感染が
拡大しています。原稿を提出した翌週
には、緊急小口資金・総合支援資金の
特例貸付などが始まり、今社協はまさ
に“オール社協”“ワンチーム”でのぞん
でいることでしょう。このような状況下
で「ボラセン」を切り取って考えること
に違和感があるかもしれませんが、ボ
ラセンを考えることが社協の未来を考
えることにもつながると信じ、コーナー
を構成していきます。

全社協 全国ボランティア・
市民活動振興センター
vc00000@shakyo.or.jp

はじめに

社協のなかでボラセンの位置
づけが揺らいでいる

その１

地域におけるボランティア活動
推進が社協の専売特許ではな
くなっている

その2
（追記）

その3 人手、担い手としてのボラン
ティアへの期待が膨らんでいる

第１回 今あらためて、社協ボラセンの役割・存在意義を考えるとき

「社協新人職員ハンドブック」（1部600円／税込・送料別／全社協　地域福祉部）
新人職員が社協職員としてのアイデンティティや仕事に対する姿勢の確立、基礎的な業務の進め方を身につけるため、社協の
基本理念や事業・活動内容、社会人として求められるマナーや接遇の基本などを掲載。
（詳細は「地域福祉・ボランティア情報ネットワーク」で検索、「社協頒布資料申込書」）

　4月号から新たに始まったこのコー
ナー、今後1年かけて皆さんにコーディ
ネートのポイントをご紹介する予定で
す。どうぞご期待ください。
　次回5月号では、このテーマの前提
として、社会福祉協議会のボランティ
アセンターの歴史的な変化を概観して
おきたいと思います。
　なお、本コーナーへのご意見・ご質
問をお待ちしています。全社協 全国ボ
ランティア・市民活動振興センターま
でＥメールでお寄せください。
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ボランティア活動保険等の補償制度は、社会福祉協議会およ
びその構成員・会員ならびに社会福祉協議会が運営するボラ
ンティア・市民活動センターなどに登録されているボランティ
ア・ボランティアグループ・団体が加入対象です。

学生らしい気づきや若い力を活かし
た発想の活動が、ボランティア・市民
活動の新たな可能性を広げています。
大学ボラセンの「今」を紹介します。

2
0
2
0
N
O
.515

保 険 の ひ ろ ば保 険 の ひ ろ ば保 険 の ひ ろ ば保 険 の ひ ろ ば

Vol 1
大学 ボランティアセンターだより ～若い力を地域につなぐ～ボランティアセンターだより ～若い力を地域につなぐ～

ボランティア活動保険等についてのお問合せは、株式会社  福祉保険サービスまでどうぞ。
TEL/03-3581-4667  FAX/03-3581-4763  URL  http://www.fukushihoken.co.jp 

＜取扱代理店＞株式会社福祉保険サービス
〒100-0013東京都千代田区霞が関3－3－2　新霞が関ビル
TEL 03-3581-4667　FAX 03-3581-4763

＜引受保険会社＞損害保険ジャパン株式会社　医療・福祉開発部第ニ課
〒160-8338　東京都新宿区西新宿1－26－1　　
TEL 03-3349-5137　FAX 03-6388-0154

SJNK19-16838 2020/03/26

（受付時間：平日9:00～17:00）（受付時間：平日9:30～17:30）

＜参考＞「福祉サービス総合補償」のオプション・感染症補償では、新型コロナウィルス感染による肺炎は補償の対象となります。

対象となる感染症、補償内容、保険金額
肺炎、肝炎(A 型、B 型、C 型およびＥ型)、結核、HIV 感染症(エイズ)、梅毒、皮膚感染症(疥癬、カンジタ症、白癬症、ヘルペスウイルス感染症、帯状疱疹、紅色陰癬 な
ど)、流行性角結膜炎、コレラ、細菌性赤痢、腸チフス、細菌性およびウィルス性食中毒、MRSA、ペスト、エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、マールブルグ病、パラ
チフス、ジフテリア、ポリオ、ラッサ熱、重症急性呼吸器症候群(病原体がベータコロナウィルス属SARS コロナウィルスであるものにかぎる。)、中東呼吸器症候群(病原
体がベータコロナウィルス属ＭＥRS コロナウィルスであるものにかぎる。)、痘そう、黄熱、Q 熱、狂犬病、特定鳥インフルエンザ(H5N1、H7N9)、マラリア、南米出血熱、
急性灰白髄炎、腸管出血性大腸菌感染

●死亡保険金

●入院保険金

●通院保険金

感染症により発症の日からその日を含めて１８０日以内に
亡くなられた場合、お支払いします。
感染症により入院し、その入院期間が４日以上となった場
合、入院日数に応じてお支払いします。
感染症により通院し、その通院期間が４日以上となった場
合、お支払いします。

福祉サービスに従事する方自身がその活動中の事由により、対象となる感染症を発症し、死亡、４日以上入院または４日以上通院した場合に、団体が補償
規定に基づき活動従事者に補償金を支払われた場合にお支払いします。

　新しい２０２０年度がスタートしました。今年度も全社協の各補償制度へご加入いただき有難うございます。また、まだ手続きがお済みでない場合
は、活動を開始する前にお早目にお手続きください。
　さて、新型コロナウィルスが全世界で猛威を振るっていますが、「ボランティア活動保険」「ボランティア行事用保険」「送迎サービス補償」では、新型
コロナウイルス感染による肺炎は補償の対象となりませんのでご注意ください。

「ボランティア活動保険」「ボランティア行事用保険」「送迎サービス補償」では、新型コロナウィルス
感染による肺炎は補償の対象となりません

「福祉サービス総合補償」オプション  感染症の補償 約定履行費用保険

補償区分

死亡保険金

入院保険金

通院保険金
年間保険料

死亡
入院15日以上

入院8日以上14日以内

入院4日以上7日以内

通院4日以上

100

5

3

2

1

万円

万円

万年

万円

万円
（役員・職員など1名・1日あたり） 1 円

保険金額

　長崎大学「ボランティア活動支援
やってみゅーでスク／Ｕ－サポ」（以
下、やってみゅー）は、2007年から
長崎大学でボランティア支援を行っ
ており、現在は長崎市の委託を受け
て周辺の6大学のコーディネート組
織を兼ねています。ボランティア登
録学生は約3,000名、活動団体から
のボランティア募集依頼を受け、年
間を通じて学生に紹介しています。
　また、学生が社会の課題を見出し
て自らボランティア活動を企画実施
する「学生自主企画ボランティア」も
活発です。熊本地震時には、発災後
すぐに学生が募金活動を行い、10日
間で870万円の募金が集まりました。

　やってみゅーの活動支援の特徴
は、学生とボランティア受け入れ団

体がWin-Winの関係を築くことで
持続可能な活動が広がるよう、丁寧
なマッチングを大切にしていること
です。コーディネーターの西田憲司
さんは、学生には活動先で積極的な
コミュニケーションを図ることを伝
え、活動先に対しては学生への声掛
けを充実するよう働きかけています。
　西田さんは「自分に自信を持てな
かった学生が、高齢者福祉施設のボ
ランティアで利用者や職員に大変喜
ばれ、自らの存在を認められました。
その後、たくさんのボランティアに

加し、大学卒業時に『大学生活は満
点でした』と私に語ってくれたこと
が忘れられません」と話します
　地域のボランティア活動に学生が
関わることについて、西田さんは
「過疎化が進行する長崎県内では、
特にボランティア活動に参加した若
者の笑顔が地域活動の一番の特効
薬になっていることを実感していま
す」と、地域にもたらすプラスの影響
を語ってくれました。

詳細につきましては「ふくし
の保険ホーム
ページ」をご
参照ください。

http://www.fukushihoken.co.jp

子ども食堂でのボランティア活動のようす「長崎100km徒歩の旅」87名のボランティア

長崎市周辺7大学の学生を対象に
コーディネート

若者の笑顔は過疎地域の特効薬

http://yattemyudesk.matrix.jp/yattemyudesk/index.php
で検索やってみゅー

長崎県・長崎大学「ボランティア活動支援　
やってみゅーでスク／Ｕ－サポ」　事務局 西田 憲司

にし  だ　 けい  じ

さん




